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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成27年7月16日(2015.7.16)

【公開番号】特開2014-190807(P2014-190807A)
【公開日】平成26年10月6日(2014.10.6)
【年通号数】公開・登録公報2014-055
【出願番号】特願2013-66063(P2013-66063)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｐ  15/125    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  29/84     (2006.01)
   Ｂ８１Ｂ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｐ   15/125    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｌ   29/84     　　　Ｚ
   Ｂ８１Ｂ    3/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年5月27日(2015.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持基板（１１）と、
　前記支持基板の面方向に対する法線方向に前記支持基板から離間して配置され、前記法
線方向に加速度が印加されたとき、加速度に応じて回転可能とされた可動部（２０）と、
　前記支持基板に前記可動部と対向する状態で配置された下部電極（５１～５４）と、を
備え、
　前記可動部は、前記可動部が回転する際の回転軸となると共に前記支持基板にアンカー
部（２４）を介して支持されたトーション梁（２３）を有し、前記トーション梁に沿った
仮想線（Ｌ）によって分割される一方の部位を第１部位（２２ａ）とすると共に他方の部
位を第２部位（２２ｂ）としたとき、前記トーション梁から前記第１部位のうち前記トー
ション梁から最も離れている端部までの長さ（Ｌ１）と、前記トーション梁から前記第２
部位のうち前記トーション梁から最も離れている端部までの長さ（Ｌ２）とが等しくされ
ており、内側に開口部（２１）が形成された枠部（２２）を有し、前記トーション梁が前
記開口部を分割する状態で前記枠部に備えられており、
　前記第２部位は、切り欠き部（２２ｃ）が形成されることによって前記第１部位より質
量が小さくされていることを特徴とする加速度センサ。
【請求項２】
　前記支持基板には、前記可動部を覆うキャップ部（２００）が備えられていることを特
徴とする請求項１に記載の加速度センサ。
【請求項３】
　前記支持基板には、前記下部電極として、前記第１部位と対向し、大きさが等しい第１
、第２下部電極（５１、５２）と、前記第２部位と対向し、前記第１、第２下部電極と大
きさが等しい第３、第４下部電極（５３、５４）とが備えられ、
　前記第１～第４下部電極は、前記仮想線に対して対称に配置されており、
　前記第１部位と第１、第２下部電極との間の容量の和と、前記第２部位と第３、第４下
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部電極との間の容量の和との差に基づいて、前記加速度を検出することを特徴とする請求
項１または２に記載の加速度センサ。 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　すなわち、可動部は、可動部が回転する際の回転軸となると共に支持基板にアンカー部
（２４）を介して支持されたトーション梁（２３）を有し、トーション梁に沿った仮想線
（Ｌ）によって分割される一方の部位を第１部位（２２ａ）とすると共に他方の部位を第
２部位（２２ｂ）としたとき、トーション梁から第１部位のうちトーション梁から最も離
れている端部までの長さ（Ｌ１）と、トーション梁から第２部位のうちトーション梁から
最も離れている端部までの長さ（Ｌ２）とが等しくされており、内側に開口部（２１）が
形成された枠部（２２）を有し、トーション梁が開口部を分割する状態で枠部に備えられ
ており、第２部位は、切り欠き部（２２ｃ）が形成されることによって第１部位より質量
が小さくされていることを特徴としている。


	header
	written-amendment

